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「多系統萎縮症 」

今回は、多系統萎縮症について取り上げようと思います。
筋強剛、動作緩慢、振戦、小刻みすり足歩行、姿勢反射障害
といった運動症状の総称としてパーキンソン症候群という言葉
が使われます。
パーキンソン症候群の原因として一番有名な疾患はもちろん
パーキンソン病ですが、パーキンソン病以外にもパーキンソン
症候群をきたす疾患があり、多系統萎縮症もその一つです（表1）。

多系統萎縮症はパーキンソン症候群以外にも、自律神経障害、小脳症状をきたし、発症年齢はパーキンソン
病よりも若く50歳後半と言われています。
進行も早く、3.5〜5年で車椅子生活、5〜8年で寝たきり状態になることが多いです（表2）。
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診断時の主な症状がパーキンソン症候群 (MSA-P) なのか、小脳症状 (MSA-C) なのかによってサブタイプに
分けられますが、初期の段階ではMSA-Pではパーキンソン病と、MSA-Cでは脊髄小脳変性症との見分けが
難しいケースも多く、経過を見ていく必要があります。具体的には起立性低血圧による立ちくらみや失神が
強くなってこないか、尿失禁や残尿などの神経因性膀胱が出現してこないか、歩行障害の進行がパーキン
ソン病にしては早くないか、L-DOPAの反応性が乏しくないかなどが多系統萎縮症を疑うポイントになるかと
思います（表3）。

脳MRIでもパーキンソン病では異常所見をきたさないことに対して、多系統萎縮症では特徴的な所見が出て
きます（図1,2）。細かな所見ですので、多系統萎縮症の可能性を念頭に置きながら画像を見なければ見落と
すことも多いですので、ご注意ください。

地域の先生方がフォローされていますパーキンソン症候群の患者さんの中で、原因疾患の診断にお困りの
ケース、上記のようなパーキンソン病としては非典型的なポイントがございましたら、当科にご紹介いただきま
すようによろしくお願いします。また多系統萎縮症の患者さんの治療では社会環境調整も重要です。地域の
先生方との連携も特に重要ですので、今後ともご協力いただければ幸いです。

【診療日程】

月曜日～金曜日（午前・午後）

【地域医療連携室】

平日 ８：３０～１９：００、土曜日 ８：３０～１２：００
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